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背景，目的
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背景

● 開発者がクローンの生成や削除をする理由について分
かればクローンに対してどのような操作をすべきか分か
るようになる

● クローンを生成する理由を調査した研究はいくつかある
が，クローンの様々な操作に関する理由の詳しい調査が
行われていない．
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目的

● 技術的，組織的，個人的な観点からクローンの生成や削
除などを行う理由を調査し，より詳細な理由を明らかに
する



  6 / 21

アプローチ
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クローンのライフサイクル

● クローンが生成されてから削除されるまでの流れを表し
たもの

暫定的なクローン：
ローカルな環境で既存
のコードからコピペし
て生まれたクローン

偶発的なクローン：
デザインパターンや類
似した機能のモジュー
ルの追加により偶然発
生したクローン ベースラインクローン：

暫定的なクローンや偶
発的なクローンがバー
ジョン管理システムの
主要な部分で統合さ
れたクローン
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クローンの収集

● 本研究の筆者の 1 人が開発に携わる C/C++ で書かれた商用システムからク
ローンを収集

● CCFinderX[5] を用いて 47,527 個のクローン集合（ 286,983 個のクローン
片）を抽出

● [24] での研究の手法を用いて 80 個のモジュール単位のクローン集合（ 417
個のモジュール）を抽出

● 以上のクローンの中から異なるサイズのクローン集合 141 個を手動でサンプ
リング

[5] T. Kamiya, S. Kusumoto, and K. Inoue. CCFinder: A multilinguistic token-based code clone detection system for large scale source code. IEEE Trans. on 
Soft. Eng., Vol. 28(7): 654- 670, 2002.
[24] H. A. Basit, S. Jarzabek: A data mining approach for detecting higher-level clones in software. IEEE Trans. Soft. Eng., Vol. 35(4): 497-514, 2009.
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アンケート

● サンプリングしたクローンに関わる開発歴の異なる開発
者（ 3 〜 12 年）の中から 21 人選択

● アンケートの回答からカテゴリーを作り，それぞれの回
答をそれぞれのカテゴリーに分ける
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アンケートの内容

クローンのライ
フサイクルのフ
ェーズごとに
質問を作成



  11 / 21

インタビュー

● アンケートの回答から理由を更に深掘りするためにイン
タビューを行う

● 5why 形式のインタビューを行う

– 5why ：聞き出した回答に対して質問をするのを 5 回繰り返す
手法
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アンケート，インタビューの回答
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回答の整理

● アンケートの形式を基に得られた回答を以下の質問に
対する回答としてまとめる
– どれほどの頻度でクローンを生成し，クローンに対する姿勢は

どのようなものか

– なぜ暫定的なクローンを生成したか

– なぜ暫定的なクローンをベースラインに統合したか（しなかっ
たか）

– なぜベースラインクローンは取り除かれたか（取り除かれなか
ったか）

– なぜ偶発的なクローンを生成したか
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どれほどの頻度でクローンを生成し，クローンに対する姿勢
はどのようなものか

● アンケートの質問 2 ， 10* の回答に関するもの

● 頻度については 33% の割合で頻繁に， 67% の割合でたまに行
うということになった

● 姿勢については以下の表のようになった

*q2. I seldom|sometimes|often copy-paste-modify code  __
 q10. I seldom|sometimes|often encounter code clones in baseline versions of the system



  15 / 21

なぜ暫定的なクローンを生成したか

● Following existing 
solutions と Lack of proper 
framework の回答について
は，フレームワークの不備によ
ってクローンを生成せざるを
得ない状況があったため比較
的大きな割合となっている

q3. I copy-paste-modify code because: ___

白い部分：技術的な理由
グレーの部分：組織的な理由
濃いグレーの部分：個人的な理由
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なぜ暫定的なクローンをベースラインに統合したか
（しなかったか）

● 統合しなかった理由として
はコードの質を下げないた
めであるという回答

● 統合された組織的な理由と
して時間の制限やリスクの
回避が多く挙げられている

q7. If you have ever removed some tentative clones, what are your considerations for the removal? ___
q9. Why do not you remove tentative clones? ___
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なぜベースラインクローンは取り除かれたか
（取り除かれなかったか）

● 取り除かれた理由はコードの
質を下げないため

● 取り除かれなかった理由の技
術的な理由として割合が大き
い理解の二度手間を避けるた
めというものがある

● よく知れ渡っているクローンに
関しては，取り除いてしまうとコ
ードの理解度に影響を与えて
しまうと考えられる

q10. I seldom|sometimes|often encounter code clones in baseline versions of the system
q17. What makes you not remove harmful baseline clones? ___
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なぜ偶発的なクローンを生成したか

● 既存の解決法の認識不足，自動生成されたコード，不
完全なクローンのマージの 3 つが主な理由として挙げ
られる

● 既存の解決法の認識不足は技術的な理由と採れるが，
組織全体で既存の解決法を伝えきれていなかったこと
から，組織的な理由とも採れる

q5. Based on my experience, accidental code clones are often introduced because___
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まとめ，所感
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まとめ

● 開発歴のある開発者しかクローンを取り除こうとしない

● フレームワークなどの不備により，クローンを作らざるを
得ない場合がある

● ベースラインにコードクローンが入り込んだり，取り除か
れたりしない理由は時間の制限やリスクの回避のため
である
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所感

● クローンに対する現場の声を聞くことで，開発者がクロ
ーンについてどう思っているかを少しは知ることが出来
た

● クローンを取り除くことが出来るのは熟練者だけという
ことから，あまり開発歴の無い開発者はクローンを取り
除くのは怖いことであることが想像できた
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